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令和 ４ 年度 学校経営報告書（自己評価）            
 

学校番号 28 学校名 静岡県立富士宮北高等学校 校長名 中村 真二 

 

本年度の取組（重点目標はゴシック体で記載） 

  取組目標 成果目標 達成状況 評価 成果と課題 

ア 

規律・礼節、規

範・帰属意識を

醸成し、主体的

で健全な生活態

度を育成する。 

 

・「服装・頭髪指導が

しっかりしている」

「マナーがよい」保

護者評価が各 90％

以上 

・登校指導 40日、昼

巡視 20日を通して

挨拶、声掛けの励行 

・交通事故 10件以内 

・交通安全教室４月

実施 

・ケイタイマナー教

室１回実施、授業、

ＬＨＲ等で生徒自

らが情報モラルを

考える時間の実施 

・「服装・頭髪指導がしっ

かりしている」「マナー

がよい」保護者評価が

そ れ ぞ れ 95%( ±

0%),91%(+3%) 

・登校指導 6日(±0日)、

昼巡視 30日(±0 日)実

施し、挨拶の励行、黙

食の推進に努めた。 

・交通事故 14件(+4件) 

・交通安全教室 4月実施 

・ケイタイマナー教室 1

回実施 

Ｂ 

・8 年間連続で肯定的な

評価を達成している。 

・登校指導は昨年同様朝

の健康観察を優先し、

「ゼロの日」のみで実

施した。 

・交通事故で加害者にな

る事故が増えた。対策

を考えたい。 

･「教職員は、悩みな

どの相談にのって

くれる」生徒評価

90％以上 

･特別支援が必要な

生徒への適切な配

慮と支援の実施 

 

・目標の 90％は達成でき

なかったが、83％の生

徒から評価は得られ

た。スクールカウンセ

ラーについては、多く

の生徒が有効に活用し

た。 

・支援の必要な生徒のケ

ース会議を行い、適切

な支援をすることがき

た。 

・LGBTQ の研修も実施す

ることができた。 

Ｂ 

・教育相談や特別支援に

ついての職員研修を継

続して行っていく。 

・特別支援については、

分校との連携を図りな

がら進めていく。 

・LGBTQ についても、生

徒教員共にさらに理解

を深めていく。 

・行事（創立記念行

事・式典等）を通

じた校訓・校歌の

理解・浸透 

・校長が、機会あるごと

に校訓について話した

ので、生徒は理解を深

めた。 
Ｂ 

・他の分掌、学年と連携

して、継続的な指導を

行う。 
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イ 

オンリーワン事

業や探究的な学

習等を通して、

自ら学ぶ態度・

確かな学力を定

着させ、将来社

会で活躍できる

グローカルリー

ダーを育成す

る。 

・「分かりやすく学力

が付く授業」85％以

上 

・「自らの考えを表現

できる生徒」60％以

上 

・一日平均普通科 90

分以上、商業科 60

分以上 

 

・「分かりやすく学力が付

く授業」 

 生徒 88％ 保護者 88％ 

・「自らの考えを表現でき

る生徒」58％ 

・テスト期間を含む 10 日

間 

 の学習時間の平均 

 普通科 159 分 商業科

105分 

Ｂ 

・テスト期間中において

は目標を達成すること

ができた。テスト期間

以外の学習時間（主体

的な取り組み）の確保

が課題である。 

・ＩＣＴを活用した授

業の実施率 80％以

上 

・授業担当者（非常勤除

く）のＩＣＴを活用し

た授業の実施状況 

（37/40）92.5％ 

Ａ 

・多くの授業担当者が意

欲的にＩＣＴを授業に

取り入れようとしてい

る。今後は各教科に、

活用していない授業担

当者も活用する環境や

授業内容を検討しても

らう必要がある。 

・ＩＣＴ機器やネットワ

ーク機器は整ってきた

が、より充実を図る必

要がある。 

・新課程における適切

な観点別評価の実施

100％ 

・「主体的対話的で深

い学びの実現に結び

付く授業改善に取り

組んでいる」職員評

価 90％以上 

・授業公開週間を年２

回以上実施 

・生徒による授業改善

のためのアンケート

実施 

・観点別評価については、

内規に従い計画通りに

実施している。 

・「主体的・対話的授業」

について生徒・保護者

ともに肯定率が 90％に

近く評価が高いが、教

員の評価は 76% 

・授業研修週間を１・２

学期１回ずつ実施 

・生徒による授業改善の

た め の ア ン ケ ー ト 

１・２学期１回ずつ実

施。ロイロノートでの

実施も行った。 

Ａ 

 

・観点別評価については、

次年度も同様に行う。 

・授業については、生徒・

保護者の評価が高いこ

とから教員の意識が向

上した結果と考えられ

る。今後意識と実践が

結びつくよう、さらに

働きかけを要する。 

・授業参観率が低いので、

他の研修と結びつけな

がら行う等工夫が必要

である。 

・オンリーワン・ハイ

スクール事業：コン

ソーシアムの実施 

年３回、地域と連携

した関係事業の実施

10回以上 

・コンソーシアムを年３

回実施 

・地域と連携した事業や

講演等を 27回実施 Ａ 

・校内オンリーワン委員

会の教員を中心に多く

の事業が実施できた。 

・オンリーワン委員以外

の教員も事業を担当

し、仕事を分担できる

ようにしたい。 

・「総合的な探究の時

間」：充実した探究

学習の実施 

・充実した内容の実

施に向けての検討

委員会の実施５回 

・計画的に様々な探究活

動を実施 

・地域や世界に目を向け

るような講座を実施し

個人またはグループで

課題に取り組んだ。 

・検討委員会を 5 回以上

実施 

・実践校の事例研究が十

分に行えなかった。 

Ｂ 

・知識を深める講座を実

施し、テーマに沿った

探究活動や発表会を行

った。 

・時間をかけ、深い探究

活動を行いたい。 

・実践校の事例研究を行

いたい。 
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ウ 

学んだ知識や技

能を実際に活用

した実践的商業

教育を推進す

る。 

 

・対外的な商業活動

20名以上 

・３年の課題研究発

表会の実施 

･商業科２級以上取

得 95％以上、１級

３種目以上取得

30％以上 

･「授業等で実践的

な取組ができた」

と答える生徒 70％

以上 

 

・生徒商業研究発表大会

出場や SDGｓコンテス

ト参加など対外的な活

動をした。 

・３年課題研究発表大会

１月 12日実施 

・商業科 2級以上取得（令

和２年入学生 74/79

（94％））３種目以上取

得 26/79（33％）） 

・学校教育活動を通じて、

社会で活躍できる力が

身についている肯定的

評価 81％ 

Ａ 

・対外的な活動や課題研

究発表会に向けた活動

を通して、商業の見方

や考え方を養うことが

できた。 

・検定に関しては補講等

により、概ね目標を達

成することができた。

さらに家庭学習の定着

を図りたい。 

・来年度も多様な人と社

会を創造する力を身に

つけられる授業を実施

する。 

・外部人材による講

演会の実施 

・商業科体験入学会

の実施 

 

・地域連携・外部人材活

用では、高大連携授業

（２回）及び知的財産

権講座（２回）を実施

した。 

・商業科体験入学会授業

を９月、10 月（２日）

に実施した。 
Ａ 

・静岡大学大学院生との

高大連携授業、弁理士

による知的財産権講座

を実施し、生徒の思考

力を深めることができ

た。 

・商業科体験授業を実施

することで中学生・保

護者に、商業科の魅力

を伝えることができ

た。商業科教員の負担

を考慮しながら、来年

度の方法を検討する必

要がある。 

エ 

自己理解・目的

意識を高め、系

統的な指導を通

して個に応じた

進路実現を支援

する。 

 

･校外模試偏差値 50

以上が１・２年で

20人以上、３年で

10人以上 

･「北高は生徒一人一

人に応じて、計画

的な進路指導が行

われている。」生徒

肯定評価 90%以上、

保護者肯定評価

80%以上 

・「進路決定先満足

度」３年生肯定評

価 95%以上 

・1・2 年生の 11 月総合

模試では 1年生 14名（3

教科総合）、2 年生 5名

（5教科総合）が偏差値

50 以上であった。3 年

生は全統プレ模試で 6

名が偏差値50以上であ

った。 

・「北校は生徒一人一人に

応じて、計画的な進路

指導が行われている。」

生徒肯定評価は 81％、

保護者は 83％ 

・「進路決定先満足度」3

年生肯定評価は 86％で

あった。 

Ｃ 

・継続的な学習のモチベ

ーションをどのように

持たせるか。 

・進路意識の高揚が必要。 



様式第３号 

4 
 

・生徒の進路意識を

向上させるため、

学期に２回以上自

らの行動を記録さ

せ、学期に 1回程

度内容を振り返る

ことで、その後の

行動が主体的で意

識的になること。 

・「学びの基礎診断」

としての測定ツー

ルを活用し、進路

指導に活用する。 

・ロイロノートを活用し

て定期テスト、模擬試

験の後に効果的な振り

返りができた。 

・ベネッセの模試分析会

を行って、進路指導に

役立てた。 Ｂ 

・受験の多様なあり方（特

に総合型選抜や推薦型

選抜）を早期に知らせ、

学校生活に意義付けを

したい。 

・新しい入試に対す

る情報を収集し、

学年等で検討会を

実施し、進路指導

に活用する。 

・1 年生はベネッセに模

試分析会で、新しい入

試に対する情報を提供

してもらい、生徒・教

員ともに学ぶことがで

きた。 

Ｂ 

・「情報」と「数学 C」へ

の対応について情報収

集及び校内検討してい

く必要がある。 

オ 

多様な活動への

参加を通して、

自己有用感・達

成感、豊かな人

間性、共生意識、

社会的資質・能

力を育成する。 

 

・「充実した部活動に

より人間性が高め

られた」と答える

生徒 85％以上 

・ボランティア活動

に参加 50％以上 

･生徒会を中心とし

たボランティアの

参加４回以上 

 

・「部活動に参加し、生徒

の人間性が高められ

た」生徒評価 87%(+1%) 

・「ボランティア活動に参

加 し た 」 生 徒 評 価

36%(-4%) 

・生徒会を中心としたボ

ランティアの参加 5 回

以上実施 

Ｂ 

・部活動により人間性が

高められた」は大多数

の部活動で成果が上が

っているように感じ

る。 

・コロナ禍で制約がある

中、分校との交流や市

役所でのボランティア

活動等、例年にはない

活動にも積極的に取り

組み、生徒の主体性や

社会性を育てた。 

・朝読書を時間通り

始めているクラス

100％ 

・奨励図書の生徒公

募、ビブリオバト

ル活動の継続 

･図書貸出各クラス

100冊以上 

 

・「時間通りに朝読書に取

り組んだ」について生

徒は 94%と回答してお

り、落ち着いて実施が

できている。 

・ビブリオバトルは HR

ごとに多少の差はある

が取り組みは良好であ

る。 

・ブックフェア、図書購

入を行った。 

・図書貸出 100冊以上２

クラス 

Ｂ 

・ビブリオバトルは、学

年のチャンプ本を選出

する、県の大会に参加

させる等、さらに内容

を充実させたい。 

・図書委員会で貸出を奨

励する方法を検討す

る。 

･「学校は清掃や整頓

がきちんと行われて

いてキレイである」

職員評価 70％以上 

・昨年度 42％から 50％に

評価は上がったが、目標

である 70％まで達成す

ることはできなかった。 

・分校とともに行ってい

る大月線沿いのプランタ

ー植栽活動で、県知事か

ら表彰を受けることがで

きた。 

Ｂ 

・清掃場所の精選を行う

とともに１足制に伴う

新たな清掃用品の導入

を検討する。 

・共生教育の一環として、

来年度以降もプランタ

ー植栽活動を継続して

いきたい。 
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・分校との交流 20回

以上 

・３年ぶりに北嶺祭体育

の部を合同開催し、部

活動、委員会等で分校

との交流を20回以上行

うことができた。 

Ｂ 

・同世代との交流を通し

て、お互いを認め尊重

し合う心を育てること

ができた。 

カ 

外部諸機関・地

域との連携や積

極的な広報活動

を通して、開か

れた学校づくり

を推進する。 

 

・校内研修体制：教

職員向け校内研修

２回以上 

・生徒の地域防災参

加 60％以上 

 

・「防災訓練は役に立っ

た」の回答、生徒 80％、

保護者71％、教員74％。 

・マンホールトイレ設営

研修等、教職員向け校

内研修２回実施。 

・修学旅行と訓練日が重

なったり、コロナ禍で

高校生が参加対象外だ

ったりしたため、生徒

の地域防災参加率は

11.6％に留まった。 

Ａ 

・訓練、教育ともに充実

していたと思われる。 

・生徒対象の、訓練・教

育を継続する。 

・教員対象の、訓練・研

修を工夫する。 

・一日体験入学アン

ケート、満足度

70％以上 

・魅力的な体験入学

および公開授業の

実施 

・一日体験入学 

中学生満足度 98％ 

保護は満足度 95％ 

商業科の体験授業を新

たに計画し、実施した。 
Ｂ 

・体験授業の実施により、

中学生の満足度が高か

った。 

・コロナ禍の中で、申し

込み、受付、体験授業

等業務の分担に工夫が

必要。 

･効果的な広報資料

の作成と中学校訪

問年３回の実施に

よる志願者の確保 

・学校説明資料と学校紹

介動画を更に工夫し、

充実させた。一日体験

入学では、商業科の体

験授業も実施した。学

校ホームページをほぼ

毎日更新した。 

・中学校訪問を年３回実

施して、得られた情報

を分析し、志願者確保

に役立てた。 

Ａ 

・学校説明資料と学校紹

介動画は、中学生にと

って更に親しみやすく

わかりやすいものにな

った。 

・中学校訪問で得られた

情報は、概ね本校に好

意的なものばかりであ

った。 

・月４回以上のホー

ムページの更新 

・ＰＴＡ、学校後援

会及び同窓会との

連携強化 

・北高ニュース、部活動

結果、オンリーワン活

動報告など、更新は活

発に行われた。中学生

がよく閲覧しているよ

うである。 

・奉仕活動は雨天のため

中止となったが、「ゼロ

の日」の声掛け運動や

マラソン大会の巡視等

で、ＰＴＡと連携して

活動した。 

Ｂ 

・ホームページの更なる

活性化。 

・ＰＴＡ、後援会、同窓

会との連絡を更に密に

する。 
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キ 

教育活動を推進

していくために

必要な校内研修

を実施し、教員

の資質向上を図

り、安全で信頼

される学校づく

りを推進する 

・校内研修参加 95％

以上、満足度 80％

以上 

・事例研究、グルー

プ研修を年３回以

上実施 

･校外研修を報告す

ることで情報共有 

 

・校内研修参加率ほぼ

95％程度、満足度はほ

ぼ 90％ 

・チーム研修５回実施、

議事録を職員室に掲示

して情報共有を図っ

た。 

・ＩＣＴの視察等を校内

研修会で報告し、全職

員で情報共有した。 

Ａ 

・授業改善、ＩＣＴ活用

等教員から要望のある

研修を更に充実させ、

参加率及び満足度を維

持する。 

・チーム研修のさらなる

充実を図り、情報共有

を行うことで教員全体

に波及させたい。 

・コンプライアンス

委員会を年３回開

催し、職場環境や

教職員の勤務状況

を把握して適切に

対応 

・コンプライアンス

通信を配布し注意

喚起 

・コンプライアンス研修

を毎月実施した。グル

ープワークも行った。

コンプライス委員会を

年３回実施した。 

・コンプライアンス通信

を随時配布し、注意喚

起した。 

・自己点検表を年３回実

施した。 

Ｂ 

・コンプライアンス研修や

自己点検表によって、コ

ンプライアンス意識が

高まった。セクハラや体

罰等は皆無だった。 

 

・各教室への消毒設

置 100％ 

・マスク着用 100％ 

・消毒設置、マスク着用

100％を共に達成する

ことができた。 

・感染症に対する適切な

啓発活動を行うことが

できた。 

Ａ 

・来年度以降も、新型コロ

ナウイルス感染症に対

して、状況に応じて適切

に指導していく。必要に

応じて、よりよい環境整

備も行っていく。 

・監査等における指

摘事項０件 

・光熱水費の使用量

節減による学校運

営に係る予算の確

保 

・施設設備安全点検

月１回以上により

事故発生０件 

 

・監査、会計物品検査で

の指摘事項０件 

・使用料の前年比は電気

3.5%増、水道 20%減、ガ

ス 15%増 

・プロジェクター、アク

セスポイント等の ICT

環境を整備 

・月１回以上の点検によ

り、施設設備の安全管

理を実施し事故発生０

件 

Ｂ 

・引き続き適正な事務処

理に努め、ケアレスミ

スを減らす。 

・光熱費高騰により電気

料金は前年の約 70％

増、ガス料金は 44％増

で、予算の確保が厳し

かった。 

・安全点検により、施設

設備の修繕を実施し

た。今後も、安全で信

頼される学校づくりを

推進する。 

ク 

教職員の多忙化

解消に向け、「業

務改善」に取り

組む。 

・ストレスチェック

の結果が県平均よ

り良好 

・職員会議は協議事

項の意見交換を主

として、連絡事項

は分かりやすい資

料の配布で簡略化 

・業務のデータを活

用した効率的な業

務の実施、次の担

当者のために業務

のマニュアル化 

・定期テスト監督の

平準化 

・ストレスチェックの結

果は県平均に届かなか

ったが、国平均よりは

良かった。 

・職員会議や運営委員会

の資料を事前に配付

し、情報交換や意見調

整をして、会議時間を

短縮した。 

・業務のマニュアル化を

各分掌で進めることが

できた。 

・定期テスト監督の平準

化は達成できた。 

Ｂ 

・会議時間を短縮するこ

とができた。 

・勤務時間の短縮はなか

なか難しいが、多忙化

解消に対する職員アン

ケートの結果は若干向

上した。 

・業務のマニュアル化、

精選、平準化について、

更に改善を進める必要

がある。 



様式第３号 

7 
 

 


